
【児童の下校時刻】 ４校時の日 13：45 頃  ５校時の日 14：30 頃  ６校時の日 15：３０頃 

～ 保護者のみなさま、地域のみなさまによる登下校時の見守り活動をいつもありがとうございます。～ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都城市立川東小学校 令和２年度「学校だより」 №14 

か わ ひ が し 

令和３年１月 18 日  文 責：校 長 

日々の様子を 
学校 HPで発信中 

 

１月と２月の主な行事予定 
 

 １月             ２月 

18 日（月） ３学期の始業          ２日（火）～ ３日（水） 

       １～５年生は登校日              市学力・学習状況調査(４～６年) 

       ６年生は授業開始              ＣＲＴ検査（１～３年） 

19 日（火）～22 日（金）                2 日（火）～８日（月） 

１～５年生は臨時休業             ノーメディア週間 

       ６年生は通常登校        ５日（金） 新入学児童保護者説明会    

                                      ２６日（金） 参観日 

さあ、３学期のスタートです。。。 

  ２０２１年、令和３年が幕を開け、ご家族一人一人が抱負をもって新年を迎えられ

たことと思います。旧年中は、保護者や地域の皆様には温かいご支援・ご協力をいた

だき、誠にありがとうございました。一日もはやく、すべての人々に落ち着いた生活

が戻ることを心からお祈り申し上げます。 

 

 さて、年末からの都城市での新型コロナウイルス感染者の急増に伴い、市内全小中

学校が１月７日（木）から１月２２日（金）まで臨時休業となりました。その間、保

護者のみなさまには、お子様のお食事やご家族の健康、お仕事のことなど、ご不安や

ご心配が多々おありのことと思いますが、学校での感染リスクを軽減するための対応

であることをご理解いただき、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 なお、小学校最終学年となる６年生は、中学校進学に向けての心の準備と未履修の

学習内容がないようにするために、１８日（月）から授業開始となりました。３学期

は「まとめ・仕上げ」の学期であり、各学年の学習内容を確実に習得することが肝心

です。２５日（月）以降の対応は今週中に市から方向性が示されることになっていま

すが、１年生から５年生についても、行事等の見直し、１日の授業時数や単元の学習

計画の工夫などを行い、年度内に学年の学習内容が終わるように教育計画を作成し直

しているところです。学習活動が過密になり、子ども達の負担が増えたり、ストレス

になったりしないよう、細やかな見守りと配慮に努めてまいります。 

 

 今日は、28 日ぶりに川東小に子ども達がもどってきました。学校に子ども達の笑

顔と元気な声があふれることが、こんなにもうれしく、ありがたいことなのだと胸が

熱くなりました。１日・１時間を大切に、３学期の教育活動を充実させてまいります。

３学期も、皆様の変わらぬご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

 そして、三密対策を徹底し、手洗いや手指消毒を励行し、睡眠・栄養を十分にとっ

て免疫力を高め、みんなで一致協力して新型コロナウイルス感染症の予防に努めてま

いりましょう❕（インフルエンザも同様に） 

 

川東小の感染防止対策について 

 今後の感染状況によっては、活動内容の見直しや中止等も予想されます。

その都度、変更点についてお知らせいたしますので、ご理解とご協力をお願

いいたします。 

 地域の感染レベルが「国レベル 3」になったことに伴って、これまでの感染症

対策が、「国マニュアル『学校の新しい生活様式』Ver.5」に即して強化されま

す。校舎に入る前にお子さんと同居のご家族の健康状態を把握させていただいた

り、学校では感染症対策を講じても感染のリスクが高い活動ができなくなったり

と様々な制約等がありますが、皆様のご理解も得ながら、この危機を乗り切って

いきたいと思います。 

 また、心配されるのが、新型コロナウイルス感染症に関係して、様々な立場の

人たちを傷付ける言動が見聞きされることです。感染した方、検査を受けた方、

病気の広がりを防ぐために働いている方、そしてそれぞれの家族の方への不当な

差別や誹謗中傷の問題です。私たちが戦うべき相手はウイルスです。病気を理由

に人を差別する、医療従事者というだけでレッテルを貼って排除することは決し

て許されることではありません。学校においても、新型コロナウイルス感染症に

関する偏見やいじめを防ぐために人権教育に一層力を入れ、差別を許さない、差

別と戦う子ども達を育てていきます。 

 そして、身近な大人が、誹謗中傷や憶測によるいわれのない差別を決して許さ

ず、思いやりと支え合いを大切に行動する姿を子ども達に率先して示すことも大

切です。今こそ、力を合わせるときです。いっしょにがんばっていきましょう。 


